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「あ
い
お
い
」

相生市!?
聞いたことがあるような

ないような・・・・

何があったっけ!?

を
も
っ
と
多
く
の

人
に
伝
え
た
い
!!

問
企
画
広
報
課
秘
書
広
報
係

☎
㉓
７
１
２
３

　

現
在
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
一
極
集
中
や
過

疎
化
が
進
み
、
衰
退
し
て
い
く
地
方
が
出
て
く
る
な
か
、「
選
ば

れ
る
ま
ち
」
と
な
る
た
め
に
、
各
自
治
体
が
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
」
に
凌
ぎ
を
削
っ
て
い
ま
す
。

「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」

と
は
何
か

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
ま
ち
の
知
名
度
向
上
の
た

め
、
ま
ち
の
魅
力
を
売
り
込
む

な
ど
自
治
体
が
行
う
「
営
業
活

動
」
の
こ
と
で
す
。

　

地
域
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ

る
た
め
に
市
の
魅
力
あ
る
資
源

や
施
策
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ

せ
て
発
信
し
、「
選
ば
れ
る
ま

ち
」
と
し
て
の
選
択
肢
に
持
ち

上
げ
て
い
く
こ
と
を
担
う
の

が
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。

な
ぜ
、
今
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
」
な
の
か

　

平
成
27
年
度
の
国
勢
調
査
に

よ
る
と
、
相
生
市
の
老
年
人
口

は
全
体
の
34
・
３
％
で
、
３
人

に
１
人
が
65
歳
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
17
年
の
調
査
時

は
、
25
・
４
％
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
10
年
で
約
10
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
た
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
年
少
人
口
は
、
約

11
％
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
が
、
依
然
と
し
て
、
県

内
の
中
で
は
低
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
少
子
高
齢
化
と

人
口
減
少
の
な
か
で
、
市
内
外

の
人
の
興
味
関
心
を
新
た
に
獲

得
し
な
け
れ
ば
、
地
域
の
活
力

が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
あ
ら
た
め
て
相
生
の
資

源
・
魅
力
を
発
掘
し
、
価
値
を

高
め
な
が
ら
、
相
生
に
対
す
る

愛
着
や
誇
り
を
高
め
、
相
生
ら

し
さ
を
市
内
外
に
発
信
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

「あいさつは　朝一番の　プレゼント」 22017.5広報



相生市の魅力を考える

①子育て世代に魅力的な生活環境

　全国の市で初となる「幼・小・中学校の
学校給食完全無料化」や幼稚園から中学校
までの一貫した英語教育を実施する「ワン
ピースイングリッシュ」など、「あいおいが
暮らしやすい11の鍵」を実施し、まち全体
で子どもを育む環境づくりに取り組んでい
ます。

②交通の利便性

　ＪＲ相生駅には新幹線が停まり、山陽自
動車道ＩＣも近く、利便性の高い環境にあ
ります。神戸まで電車で６０分、大阪まで
新幹線で５０分と通勤・通学が可能な魅力
あるまちといえます。

③海と山がある豊かな自然と特産品

　北部では豊かな自然環境を活かし、ゆず
や米が栽培され、それらを使った「ゆずみそ」
や「若さの味噌」などの加工品も生産され
ています。南部には栄養豊富な相生湾を活
かした牡蠣の生産が盛んで、「相生ペーロン
祭」も開催されます。

相生市の魅力

相生市 神戸市

大阪圏

県内市町

東京圏

メインターゲットエリア

サブターゲットエリア

近隣市と大都市圏に狙いを定めて

市
の
魅
力
を
明
確
に
し
て

　

発
信
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
絞
る

　

ま
ち
の
魅
力
を
売
り
込
み
、

交
流
人
口
、
定
住
人
口
を
増
や

す
に
は
、
市
の
魅
力
を
明
確
に

絞
っ
た
営
業
活
動
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
数
あ
る
「
相
生

市
の
魅
力
」
を
３
つ
に
整
理
し

ま
し
た
。「
子
育
て
日
本
一
」
だ

け
で
な
く
、
交
通
の
利
便
性
の

高
さ
、
さ
ら
に
都
市
部
か
ら
10

分
で
海
・
山
に
た
ど
り
着
く
自

然
豊
か
な
環
境
な
ど
、
相
生
ら

し
さ
が
武
器
に
な
り
ま
す
。

「
県
内
都
市
部
」
を

メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

　

ま
ち
の
魅
力
を
売
り
込
む
た

め
に
は
、
魅
力
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
重

要
で
す
。

　

平
成
26
年
・
27
年
度
の
平
均

転
出
入
者
数
を
見
る
と
、
い
ず

れ
に
お
い
て
も
若
い
年
代
の
異

動
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
20
〜
39
歳
ま
で
の
変
動
が
大

き
く
、
ま
た
0
〜
14
歳
ま
で
は

転
入
超
過
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
転
出
入
先
は
全
体

の
５
～
６
割
が
県
内
で
あ
り
、

県
外
か
ら
は
、
や
は
り
大
阪
府

や
東
京
都
な
ど
、
都
市
圏
が
主

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
分
析
を
も
と
に
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
を
子
育
て
世
代
と
若

者
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
エ
リ
ア
を

県
内
都
市
部
（
神
戸
市
・
姫
路

市
な
ど
）
を
メ
イ
ン
と
し
、
大

阪
圏
と
東
京
圏
を
サ
ブ
と
し
て

設
定
し
ま
し
た
。

3 2017.5広報 『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！



アニメーション動画配信

　全編２分25秒の作品で、30秒版と15秒版
の短縮版も制作。短縮版は、神戸と姫路の映
画館で、ＣＭ放映しました。（今年度も放映予
定）25歳の夫婦が結婚を機に神戸市から移
住し、長男が生まれてから10年間の生活を
描いた完全アニメーションで市ホームページ
やYou Tubeでも公開しています。

多彩なグッズを製作

　県内のファミリーレストランにアニメ動画の
キャラクターを使用したテーブルステッカーを
配置し、若年層とファミリー層にＰＲしました。
また、うちわやウェットティッシュなどのグッ
ズを住宅展示場などで行うイベント時に配布し
ています。 便利に使えるウェットティッシュ

全国に
～いのち輝き　絆で　　　　　　　つなぐ　あいのまち～

　

子
育
て
世
代
に
対
し
て
「
相
生
市
の
魅
力
」

を
広
域
的
に
発
信
す
る
た
め
、
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
事
業
は
次
の

と
お
り
で
、
知
名
度
の
上
昇
と
交
流
人
口
の
増

加
を
目
指
し
、
定
住
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

姫路市内のファミリーレストラン

あいのまち！

あいのまち！
～It's a wonderful days in Aioi～

公開中

「あいさつで　絆深まる　地域の輪」 42017.5広報



これまでの市の取り組み

　姫路エリアに特化したフリーペーパーで
ある「モダンタイムス」や関西圏や首都圏
を中心に発行する幼稚園児とママの情報誌

「あんふぁん」に「あいおいが暮らしやす
い11の鍵」について掲載しました。

地域情報誌への掲載

相生を巡る体験ツアー

　一定数のフォロワーを持っているブロガー
が市内をバスで巡り、ＳＮＳに投稿する「あ
いおいブロガーモニターツアー」を開催。ま
た、市への移住を具体的に考えている人には、

「暮らし体験ツアー」も実施しました。
（今年度も実施予定）

大ちゃんの活用

　市のふるさと応援大使に任命されている「ど
根性大根大ちゃん」がテレビ出演やみなとの女
王とのＰＲ活動を実施。また、特産品である「う
まいか」とコラボし、パッケージに使用するな
ど、有効活用しています。

実際にブロガーが発信したブログ

パッケージに大ちゃんの

イラストをデザイン

相生を
～いのち輝き　絆で　　　　　　　つなぐ　あいのまち～

相生市観光協会

5 2017.5広報 『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！



第１回の推進協議会の様子

年次 転入 転出 差引
平成22年 830 1,042 ▲212

平成23年 860 960 ▲100

平成24年 882 978 ▲96

平成25年 929 921 8

平成26年 830 1,045 ▲215

平成27年 1,008 916 92

平成28年 843 810 33

（単位 ：人）年度別転出入表

　

子
育
て
世
代
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
結
果
、
転
入
か
ら
転
出
を
差
し
引
い
た
「
社
会
増
減
数
」
が
大

幅
に
改
善
し
、
人
口
減
少
も
緩
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
始
動
し
ま
し
た
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

効
果
で
２
年
連
続
社
会
増

　

平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
子
育
て
・
教
育
施
策
と
昨

年
度
か
ら
本
格
的
に
行
っ
て
い

る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
下
記

の
と
お
り
、
平
成
27
・
28
年
度

の
２
年
連
続
で
社
会
増
を
達

成
し
ま
し
た
。
こ
の
２
年
で

１
２
５
人
の
社
会
増
と
な
っ
て

お
り
、
西
播
磨
４
市
３
町
の
中

で
、
２
年
連
続
社
会
増
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
相
生
市
の
み
で

す
。
な
お
、
太
子
町
以
外
は
、

全
て
マ
イ
ナ
ス
１
０
０
人
を
超

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
施
策
を

広
め
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
重
要
性
が
分
か
り
ま

す
。

市
全
体
で
戦
略
的
な

情
報
発
信
を

　

こ
れ
か
ら
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
は
、
行
政
だ
け
で
な

く
、
市
民
や
市
外
の
人
も
巻
き

込
み
、「
一
丸
と
な
っ
て
」
魅
力

や
資
源
を
発
掘
し
、
市
内
外
に

効
果
的
に
発
信
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
方
向
性
を
定

め
た
「
あ
い
お
い
一
丸
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
戦
略
」
を
も
と
に
、

様
々
な
人
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
施
策
に
反
映
し
て
い

く
「
あ
い
お
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

す
で
に
第
１
回
の
協
議
会
を

開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の

検
証
や
市
の
現
状
な
ど
に
つ
い

て
、
商
工
会
議
所
会
員
や
観
光

協
会
職
員
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
、
よ
り
戦
略

的
な
事
業
の
推
進
に
向
け
て
協

議
を
重
ね
て
い
く
予
定
で
す
。

「
広
報
あ
い
お
い
」

が
手
軽
に
ア
プ
リ
で

　

相
生
市
の
情
報
を
よ
り
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
サ
ー
ビ

ス
「
マ
イ
広
報
紙
」
と
各
自
治

体
の
広
報
紙
を
ア
プ
リ
で
閲
覧

で
き
る
「
マ
チ
イ
ロ
」
を
４
月

か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

　
「
マ
イ
広
報
紙
」
は
登
録
し

て
い
る
全
自
治
体
の
広
報
紙
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
閲
覧
で

き
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
す
る

「広げよう　あいさつの輪　自分から」 62017.5広報



これからの 「あいおい」

App Store用

Android用

昨年8月号に掲載した写真

と
各
自
治
体
の
記
事
を
見
比
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
マ
チ
イ
ロ
」
は
記
事

の
切
り
取
り
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
が

で
き
ま
す
の
で
、
非
常
に
便
利

で
す
。
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
か
「
マ
チ
イ
ロ
」
と
検

索
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
相
生
市
の
写
真

や
動
画
を
投
稿
し
よ
う

　

近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発

信
が
増
え
、
市
や
観
光
協
会
で

も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
な
ど
が
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
撮
影

し
た
写
真
や
動
画
を
そ
の
場
で

加
工
し
、
投
稿
す
る
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
が
人
気
で
、
ま
ち
の
風

景
や
食
べ
物
な
ど
、
何
気
な
い

日
常
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
発
信
で

き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

例
え
ば
、「
広
報
あ
い
お
い
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ロ
ン

競
漕
の
写
真
を
「
マ
チ
イ
ロ
」

で
切
り
取
っ
て
保
存
し
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
投
稿
で
き
ま
す
。

　

28
日
に
は
「
相
生
ペ
ー
ロ
ン

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
前
夜

祭
の
花
火
や
当
日
の
ペ
ー
ロ
ン

競
漕
な
ど
、
迫
力
あ
る
写
真
や

動
画
を
撮
影
し
、
相
生
を
Ｐ
Ｒ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「マチイロ」のアプリ画面

相生のファンをもっと増やしたい

　市のＰＲで大阪に行ってきました。し
かし、相生市がどこにあるか、どんなま
ちかを知っている人はほとんどいません
でした。「岡山県ですか？」「全く知らない
です」と言われ、我々はショックを受け
ると同時に、もっと相生市の素晴らしさ
を知ってほしいという思いが強くなりま
した。
　しかし、平成29年2月号田舎暮らしの
本（宝島社）の「住みたい田舎ランキン
グ2017」では、近畿エリアの子育て世代
部門で相生市が第１位となっています。
また、４ページの動画に関しても、「移住
定住促進PR動画が面白い全国11自治体」
に選ばれており、着実にこれまでの成果
が表れています。
　相生をもっと伝え、「相生ええやん！」
というファンを増
やすため、まちの
魅力や良いところ
を全国に広めるよ
う、一丸となって
取り組んでいきま
しょう。

7 2017.5広報 『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！
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問
企
画
広
報
課
企
画
係　

☎
㉓
７
１
２
４

平
成
28
年
度
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の
状
況
な
ど

寄附金額

2,930,000円

27,925,001円

7,880,000円

3,547,999円

19,077,000円

61,360,000円

寄附件数

179件

1,176件

380件

191件

883件

2,809件

使途の区分
相生ペーロン祭など
のイベント事業
子どもの教育および
少子化対策事業
福祉および健康の推
進事業
地域づくりおよびコ
ミュニティの推進事業
その他市長が必要と
認める事業

計

ま
ち
な
み
ガ
ー
デ
ン
Ａ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
を
開
催

問
地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係　

☎
㉓
７
１
３
０

椿
賞

矢
や の

野誓
ち か お

雄さん

　

相
生
市
を
応
援
し
た
い
と
い
う
人

の
思
い
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
の
状
況
報
告

　

平
成
28
年
度
に
集
ま
っ
た
寄
附
金

と
そ
の
使
用
用
途
に
つ
い
て
、
報
告

し
ま
す
。

▼
寄
附
期
間　

平
成
28
年
4
月
1
日

～
平
成
29
年
3
月
31
日

▼
寄
附
者
数　

２
，
７
９
２
人
（
延

人
数
、
団
体
含
む
）

▼
寄
附
金
額

６
１
，
３
６
０
，
０
０
０
円

■
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
事
業
の
紹
介

　

寄
附
金
を
活
用
し
、
平
成
28
年
度

中
に
3
つ
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
教
育
お
よ
び
少
子
化
対

策
事
業

【
い
き
い
き
遊
具
整
備
事
業
】

　

市
内
幼
稚
園
の
総
合
遊
具
を
安
全

性
の
高
い
遊
具
に
更
新
し
ま
し
た
。

【
児
童
・
生
徒
用
学
習
机
更
新
事
業
】

　

市
内
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
学

習
環
境
の
充
実
の
た
め
に
新
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
の
学
習
机
と
学
習
椅
子
な
ど
に

更
新
し
ま
し
た
。

◆
福
祉
お
よ
び
健
康
の
推
進
事
業

【
総
合
福
祉
会
館
ト
イ
レ
洋
式
化
事

業
】

　

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
が
利

用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、

ま
た
利
用
者
に
と
っ
て
快
適
な
も
の

と
す
る
た
め
、
総
合
福
祉
会
館
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
を
行
い
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
永
年

に
渡
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

百
寿
の
祝

　

3
月
31
日
に
、
松ま
つ
お尾

芳よ
し
え枝
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
個
人
庭
主
や
花
壇
と
し
て

植
栽
管
理
し
て
い
る
地
域
の
人
な
ど

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
内
44
カ

所
で
開
放
さ
れ
ま
す
。

■
開
催
期
間　

5
月
12
日
㈮
～
15
日

㈪
10
時
～
16
時

■
マ
ッ
プ
配
布
場
所
な
ど

▼
5
月
11
日
㈭
ま
で
は
市
役
所
3
号

館
（
8
時
30
分
～
17
時
15
分
）

▼
5
月
12
日
㈮
か
ら
15
日
㈪
ま
で
は

扶
桑
電
通
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル
正
面
玄
関

（
10
時
～
15
時
）

※
マ
ッ
プ
は
無
料
。
各
公
民
館
に
も

設
置
し
て
い
ま
す
。
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問
体
育
振
興
課　

☎
㉓
７
１
７
０

平
成
28
年
度
後
期
「
相
生
市
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
」
受
賞
者

第
2
次
相
生
市
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
委
員
を
募
集

問
社
会
福
祉
課
援
護
福
祉
係　

☎
㉒
７
１
６
６

問
企
画
広
報
課
情
報
化
推
進
係　

☎
㉓
７
１
５
０

工
業
統
計
調
査
を
実
施

■
ス
ポ
ー
ツ
大
賞　

　

應お
う
ち地
友と
も
き樹
さ
ん
（
少
林
寺
拳
法
）

　

松ま
つ
い井
拓た
く
や也
さ
ん
（
少
林
寺
拳
法
）

■
ス
ポ
ー
ツ
賞
金
賞

　

安や
す
だ田
夏な
つ
こ子
さ
ん
（
剣
道
）

　
相
生
産
業
高
等
学
校
女
子
少
林
寺
拳
法
部

■
ス
ポ
ー
ツ
賞
銀
賞　

　

森も
り

将ま
さ
き輝
さ
ん
（
少
林
寺
拳
法
）

　

水み
ず
た田
悠ゆ
う
だ
い大
さ
ん
（
少
林
寺
拳
法
）

　

八や

そ十
宏ひ
ろ
き樹
さ
ん
（
ボ
ー
ト
）

　

橿か
し
ば
や
し林
柊と

わ和
さ
ん
（
ボ
ー
ト
）

■
ス
ポ
ー
ツ
賞
銅
賞

　

奥お
く
ざ
わ澤
知と
も
か香
さ
ん
（
少
林
寺
拳
法
）

　

竹た
け
う
ち内
龍り
ゅ
う
せ
い
生
さ
ん
（
柔
道
）

　

吉よ
し
だ田
大た
い
き騎
さ
ん
（
柔
道
）

　

市
民
の
地
域
福
祉
に
関
す
る
意
見

や
思
い
を
計
画
に
生
か
す
た
め
、
策

定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
要
件　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

18
歳
以
上
の
人
で
、
地
域
福
祉
に
関

心
が
あ
り
、
委
員
会
（
平
日
の
日
中

に
4
回
程
度
開
催
予
定
）
に
参
加
で

き
る
人

■
応
募
人
数　

3
人
程
度

■
任
期　

委
嘱
日
～
平
成
30
年
3
月

末■
応
募
方
法　

5
月
31
日
㈬
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
社
会
福
祉
課
に
備
え

付
け
の
応
募
用
紙
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
お
よ
び
「
地
域
福
祉
に
対
す
る
思

い
や
提
言
」
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト

（
１
０
０
字
程
度
）
を
記
載
し
社
会

福
祉
課
に
提
出
※
返
却
不
可

■
提
出
方
法　

持
参
、
郵
送

（
〒
６
７
８

−

０
０
３
１
相
生
市

旭
一
丁
目
6
番
28
号
）、
メ
ー

ル
（engofukushi@

city.aioi.	
lg.jp

）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
㉓
４
５
９
６
）

の
い
ず
れ
か
で
社
会
福
祉
課
援
護
福

祉
係
へ

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義

務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
平
成
29
年
6
月
1
日

で
す
。
調
査
票
へ
の
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

当日表彰式に参加された方々

問
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
㉒
７
１
６
５

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　

障
害
の
あ
る
人
の
相
談
支
援
の
拠

点
と
し
て
、
障
害
者
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
を
総
合
福
祉
会
館
1
階
に

開
設
し
ま
し
た
。

　

窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
㉓

７
２
６
１
）
な
ど
で
生
活
全
般
の
困

り
ご
と
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
時　

月
～
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
8
時
30
分
～
17

時
15
分

※
緊
急
時
に
限
り
、
休
日
お
よ
び
夜

間
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
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国
民
年
金
の
免
除
制
度

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
ご
案
内

問
市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
療
費
を
助
成

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
人
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て

保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
免
除
制
度
を
利
用
す

る
と
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
次
の
よ

う
に
扱
わ
れ
ま
す
。

◆
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

◆
老
齢
基
礎
年
金
の
一
定
の
年
金
額

を
保
障

◆
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

■
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除

　

申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に

退
職
（
失
業
）
し
た
人
は
、
特
例
と

し
て
本
人
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
配
偶

者
・
世
帯
主
の
所
得
額
に
よ
り
免
除

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
印
鑑

②
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
証
明（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

離
職
票
な
ど
）

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
、
鍼
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の

施
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
指
定
の
施
療
所
で
施
術
を
受
け

た
と
き
、
割
引
が
受
け
ら
れ
る
利
用

券
を
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

※
医
療
保
険
の
適
用
を
受
け
る
場
合

は
対
象
外
で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医

薬
品
）
は
、最
初
に
作
ら
れ
た
薬
（
先

発
医
薬
品
）
の
特
許
期
間
満
了
後

に
、
有
効
成
分
、
用
法
、
効
能
・
効

果
が
同
等
の
医
薬
品
と
し
て
申
請
さ

れ
、
厚
生
労
働
省
の
認
可
の
も
と
で

製
造
・
販
売
さ
れ
た
新
薬
よ
り
安
価

な
薬
で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す

る
場
合
は
、ま
ず
医
師
に
相
談
し
て
、

そ
の
選
択
や
使
用
方
法
に
つ
い
て
は

薬
剤
師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

変
更
の
意
思
を
気
軽
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
「
希
望
シ
ー
ル
」
を
保
険

証
や
お
薬
手
帳
に
貼
っ
て
窓
口
で
相

談
し
ま
し
ょ
う
。「
希
望
シ
ー
ル
」
を

希
望
す
る
人
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
治
療
内
容
に
よ
っ
て

は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
期
間　

平
成
30
年
3
月
ま
で

■
助
成
額　

1
回
に
つ
き
１
，
０
０	

０
円
（
12
枚
綴
り
1
人
1
冊
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
健

康
保
険
被
保
険
者
証
や
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の

★
平
成
30
年
4
月
か
ら
、
利
用
券
の

交
付
対
象
者
が
66
歳
以
上
の
人
に
変

わ
り
ま
す
。

公
費
負
担
医
療
費
助
成
制
度問

市
民
課
国
保
年
金
係　

☎
㉓
７
１
５
４

　

中
学
3
年
生
ま
で
の
乳
幼
児
等
・

こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
で
、
自
立
支

援
医
療
や
小
児
慢
性
特
定
疾
患
な
ど

で
支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
負
担
金

を
申
請
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

★
7
月
か
ら
、
指
定
訪
問
看
護
に
つ

い
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
印
鑑

②
領
収
書
（
原
本
）

③
対
象
者
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
証

④
公
費
負
担
医
療
受
給
者
証

⑤
保
護
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
名
義

の
通
帳
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問
環
境
課　

☎
㉓
７
１
３
１

資
源
ご
み
総
合
回
収
拠
点
を
移
設

行
政
相
談
所
を
開
設

問
総
務
課
総
務
係　

☎
㉓
７
１
２
６

問
総
務
課
総
務
係　

☎
㉓
７
１
２
６

平
成
28
年
度 

各
種
制
度
運
用
状
況

▼
審
議
会
な
ど
の
会
議
の
公
開
状
況

事　
　
　
　

項

件
数

審

議

会

数

31
件

う

ち

公

開

18
件

傍

聴

者

数

5
人

事　
　
　
　

項

件
数

開

示

請

求

件

数

2
件

開

示

件

数

0
件

一

部

開

示

件

数

2
件

不

開

示

件

数

0
件

そ

の

他

0
件

審

査

請

求

の

件

数

0
件

審
査
請

求
の
処
理
状
況

0
件

事　
　
　
　

項

件
数

請

求

件

数

13
件

公

開

件

数

5
件

部

分

公

開

件

数

6
件

非

公

開

件

数

0
件

文

書

不

存

在

件

数

2
件

審

査

請

求

の

件

数

0
件

審
査
請

求
の
処
理
状
況

0
件

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

問
総
務
課
総
務
係　

☎
㉓
７
１
２
６

北條和幸さん

移
設
先

　

市
役
所
1
号
館
耐
震
化
工
事
の
た

め
、
6
月
1
日
㈭
よ
り
、
旧
市
民
会

館
北
側
駐
輪
場
跡
（
下
図
参
照
）
へ

資
源
ご
み
総
合
回
収
拠
点
を
移
設
し

ま
す
。

■
利
用
時
間　

7
時
～
20
時
（
年
末

年
始
は
利
用
不
可
）　

★
粗
大
ご
み
、
可
燃
ご
み
の
受
け
入

れ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
決
め
ら
れ
た

日
に
、
地
区
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

6
月
1
日
の
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
に
ち
な
み
、
全
国
一
斉
に
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

■
日
時　

6
月
1
日
㈭
13
時
～
16
時

■
場
所	

総
合
福
祉
会
館
1
階

１
０
１
研
修
室

※
法
務
省
か
ら
任
命
さ
れ
た
人
権
擁

護
委
員
が
直
接
相
談
を
受
け
ま
す
の

で
、
相
談
さ
れ
た
内
容
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

★
4
月
1
日
付
け
で
、
矢や

の野
誓ち
か
お雄
さ

ん
の
後
任
に
、
北ほ
う
じ
ょ
う條
和か
ず
ゆ
き幸
さ
ん
が

人
権
擁
護
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

行
政
（
国
・
県
・
市
な
ど
）
の
仕

事
に
つ
い
て
、
意
見
・
要
望
な
ど
が

あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

5
月
17
日
㈬
13
時
30
分
～

15
時

■
場
所	

総
合
福
祉
会
館
1
階

１
０
１
研
修
室

★
4
月
1
日
付
で
、
総
務
大
臣
か
ら

行
政
相
談
委
員
に
桶お
け
も
と本
和わ
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
さ

ん
、
田た
な
か中
あ
さ
み
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
制
度

の
運
用
状
況
お
よ
び
、
審
議
会
な
ど

の
会
議
の
公
開
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

▼
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況
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市
民
病
院
「
専
門
外
来
」

問
市
民
病
院
☎
㉒
７
１
２
６

■
こ
う
門
疾
患
外
来

　

患
者
さ
ん
に
負
担
の
少
な
い

や
さ
し
い
痔
治
療
を
実
践
し
、

こ
う
門
疾
患
、
痔
の
す
べ
て
に

対
応
し
た
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
痔
の
手
術
も
ジ
オ
ン
注
治

療
に
よ
り
短
期
間
で
行
っ
て
お

り
、
施
行
後
の
痛
み
も
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
一
度
ご

相
談
・
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
担
当
医
師　

佐さ

の野
院
長

■
乳
腺
外
来

　

乳
が
ん
は
ま
だ
ま
だ
他
人
事

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
乳
が

ん
だ
け
で
な
く
乳
腺
疾
患
の
す

べ
て
に
幅
広
く
対
応
し
た
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
乳
房

に
異
常
を
感
じ
た
り
、
不
安
が

あ
り
ま
し
た
ら
乳
腺
外
来
に
ご

相
談
・
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
担
当
医
師　

崔さ
い

副
院
長

▼
診
察　

毎
週
水
曜
日
午
前
中

第
59
回
「
水
道
週
間
」

問
西
播
磨
水
道
企
業
団
総
務
財
政
課

☎
㉒
７
１
２
３

　

水
道
週
間
の
期
間
中
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
く

と
災
害
時
の
応
急
給
水
用
の
折

り
た
た
み
式
ウ
ォ
ー
タ
ー
タ
ン

ク
（
10
ℓ
）
を
進
呈
し
ま
す
。

▼
日
時

6
月
1
日
㈭
～
7
日

㈬
8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
、
日
曜
日
を
除
く
。　

▼
場
所

西
播
磨
水
道
企
業
団

　

(

双
葉
一
丁
目
4
番
21
号)

▼
配
布
個
数　

各
日
と
も
先
着

１
５
０
個
（
1
世
帯
1
個
限
り
）

※
高
齢
者
世
帯
な
ど
を
対
象
に

水
道
設
備
の
無
料
相
談
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
ご
依
頼
な
く
伺
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
点
検
商
法

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

扶
桑
電
通
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル
に

相
生
公
民
館
仮
事
務
所
を
設
置

問
相
生
公
民
館
☎
㉒
７
１
５
３

　

相
生
公
民
館
耐
震
工
事
の
た

め
6
月
か
ら
8
月
末
ま
で
、
扶

桑
電
通
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル
1
階
に

相
生
公
民
館
仮
事
務
所
を
設
置

し
ま
す
。
な
お
、
電
話
番
号
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

総
合
福
祉
会
館
の
休
館
日
変
更

問
総
合
福
祉
会
館
☎
㉒
７
１
６
６

　

ペ
ー
ロ
ン
祭
開
催
に
伴
い
、

5
月
28
日
㈰
は
開
館
し
、
6
月

4
日
㈰
を
休
館
し
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
の
臨
時
休
館

問
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
㉓
２
９
６
１

　

ペ
ー
ロ
ン
祭
に
よ
る
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
5
月
28
日

㈰
は
休
館
し
ま
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給

問
社
会
福
祉
課
援
護
福
祉
係

☎
㉒
７
１
６
６

▼
対
象　

平
成
28
年
1
月
1
日

に
お
い
て
、
相
生
市
に
住
民
票

が
あ
り
、
平
成
28
年
度
の
市
民

税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
人

※
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
人
へ
案
内
を
郵
送
済
。
案

内
が
届
い
て
も
、
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
あ
り
。
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
人
、
生
活
保
護
の
受
給

者
な
ど
は
対
象
外
。

▼
支
給
額　

１
５
，
０
０
０
円

▼
申
請　

8
月
31
日
㈭
（
土
、

日
・
祝
日
を
除
く
）
ま
で
に
社

会
福
祉
課
へ

世
界
禁
煙
デ
ー

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

　

厚
生
労
働
省
は
、
5
月
31
日

の
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
か
ら
始

ま
る
一
週
間
を
禁
煙
週
間
と
定

め
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
の
な
い

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
受
動

喫
煙
に
よ
る
肺
が
ん
・
心
疾
患

な
ど
の
健
康
被
害
を
排
除
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
が
管
理
す
る
施
設

は
原
則
建
物
内
禁
煙
で
す
。
保

育
所
、
幼
稚
園
、
小･

中
学
校

は
敷
地
内
禁
煙
で
す
。

　

屋
外
で
行
う
市
主
催
の
行
事

は
、
会
場
内
の
分
煙
な
ど
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

幼
児
の
た
め
の
運
動
能
力
調
査

問
社
会
福
祉
課
援
護
福
祉
係

☎
㉒
７
１
６
６

▼
対
象　

4
～
6
歳
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者

▼
日
時　

6
月
10
日
㈯
10
時
～

12
時
（
9
時
30
分
受
付
開
始
）

▼
場
所　

市
民
体
育
館
2
階
競

技
場

▼
定
員　

先
着
30
組

▼
参
加
費　

５
０
０
円
／
組

▼
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
お
茶
な

ど
の
飲
み
物

▼
申
込　

5
月
15
日
㈪
か
ら
26

日
㈮
ま
で
に
社
会
福
祉
課
へ

▼
主
催　

相
生
市
民
生
児
童
委

員
協
議
会　

主
任
児
童
委
員

催
し
・
講
座

参
加
費
の
記
載
が
な
い
場

合
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ペーロン温泉入浴割引券を交付
問㈱あいおいアクアポリス　☎㉓5995

　ぺーロン温泉入浴割引券（10枚綴り） を発行し、1枚につき大
人入浴料750円を500円に割引きします。
※一世帯につき1綴り限り（有効期限は平成30年3月31日まで）
■対 象　相生市民（世帯主）
■申請場所　ぺーロン温泉フロントまたは同社1階事務所
■受付時間　10時30分～17時（火曜定休日・臨時休業日は除く）
■持 ち 物　運転免許証や保険証などの本人確認ができるもの
　　　　　　（代理申請の場合は、当該世帯主・代理人のもの）

「あいさつで　広がる笑顔　つながる心」 122017.5広報



information

『友の会』会員募集中！
　入会すると、なぎさホールで開催する
公演のチケットの割引や先行販売での購
入が可能です。

　扶桑電通なぎさホール 
　～イベント情報～ ☎㉓7118

ペーロン祭協賛 映画無料上映
「祭りにおやすみ」

【出演：佐
さ え き

伯日
ひ な こ

菜子、財
ざ い た

田ありさ他】

■日時　5月27日㈯13時～
	 〈12時30分開場〉

善
意
の
つ
ど
い

問
社
会
福
祉
課
援
護
福
祉
係

☎
㉒
７
１
６
６

「
ま
ず
隣
か
ら
ひ
ろ
げ
よ
う

た
す
け
あ
い
」

　

一
人
ひ
と
り
の
善
意
と
誠
意

を
結
び
、
集
め
育
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
社
会
の
福
祉
を
増
進

し
、
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
明
る

い
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
き
た
い
と
願
い
、
6
月

は
善
意
月
間
、
6
月
１
日
を
善

意
の
日
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
生
市
で
も
、
こ
の
日
を
記

念
し
、毎
年
「
善
意
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

6
月
4
日
㈰
13
時
30

分▼
内
容

【
第
1
部
】
式
典
、
福
祉
作
文

の
朗
読
ほ
か

【
第
2
部
】
講
演
会「
支
え
あ	

う　

共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

▼
講
師　

町ま
ち
な
が永
俊と
し
お雄
さ
ん

▼
場
所	

扶
桑
電
通
な
ぎ
さ
ホ

ー
ル
大
ホ
ー
ル

料
理
教
室

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
７
１
６
８

　

相
生
市
い
ず
み
会
で
は
料
理

教
室
（
年
間
5
回
）
を
開
催
し

ま
す
。
日
程
な
ど
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
内
容　

調
理
実
習
と
話
「
生

活
習
慣
病
予
防
、
お
米
を
使
っ

た
料
理
、
地
産
地
消
な
ど
に
つ

い
て
」

▼
場
所　

各
地
区
の
公
民
館
な
ど

▼
費
用　

約
３
０
０
円
／
回

親
子
体
操
（
前
期
）

問
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
８
３
１
３

▼
対
象　

平
成
26
年
4
月
2
日

～
平
成
27
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▼
日
時　

5
月
30
日
㈫
、
6
月

20
日
㈫
、
7
月
18
日
㈫
、
8
月

29
日
㈫
、
9
月
19
日
㈫
10
時
30

分
～
11
時
30
分
（
計
5
回
）

▼
場
所	

子
育
て
学
習
セ
ン
タ

ー▼
講
師　

長お
さ
か
た方
敏と
し
こ子
さ
ん

▼
定
員　

先
着
30
組

▼
申
込　

5
月
11
日
㈭
か
ら
26

日
㈮
ま
で
に
子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
へ

市
内
の
史
跡
め
ぐ
り

問
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
㉓
２
９
６
１

▼
日
時　

6
月
9
日
㈮
13
時
市

役
所
玄
関
前
集
合
※
雨
天
中
止

▼
コ
ー
ス　

市
役
所
→
歴
史
民

俗
資
料
館
→
矢
野
の
オ
オ
ム
ク

の
木
→
羅
漢
石
仏
→
福
田
眉
仙

筆
塚
→
福
田
眉
仙
顕
彰
碑
→
市

役
所
（
帰
着
予
定
16
時
）

▼
定
員　

先
着
20
人

▼
持
ち
物　

水
筒　

▼
申
込　

5
月
16
日
㈫
か
ら
歴

史
民
俗
資
料
館
へ
（
電
話
に
よ

る
受
付
は
、
休
館
日
を
除
く
9

時
30
分
～
15
時
30
分
）

姫
路
年
金
事
務
所
の
出
張
相
談

問
姫
路
年
金
事
務
所　

☎
０
７
９

−

２
２
４

−

６
３
８
５

▼
日
時　

6
月
8
日
㈭
、
9
月

7
日
㈭
、
12
月
7
日
㈭
、
3
月

8
日
㈭
10
時
～
15
時
（
要
電
話

予
約
）

▼
場
所	

扶
桑
電
通
な
ぎ
さ
ホ

ー
ル
会
議
室
3

▼
定
員　

先
着
16
人

※
代
理
人
の
場
合
は
本
人
の
委

任
状
と
受
任
者
の
本
人
確
認
で

き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

★
通
常
の
年
金
相
談
は
、
月
～

金
曜
日
（
8
時
30
分
～
17
時
15

分
）
と
第
2
土
曜
日
（
9
時
30

分
～
16
時
）
に
姫
路
年
金
事
務

所
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た

週
の
初
日
は
19
時
ま
で
延
長
し

て
い
ま
す
。
年
金
手
帳
と
印
鑑

を
お
持
ち
に
な
り
お
越
し
く
だ

さ
い
。

公民館名 日　時 行　事 定員 内　容

矢野
☎㉙0002

6月2日㈮
10時～11時30分

ビジョンヨガ
〈全5回〉 15人 動きやすい服装でお越しください。持ち物：水など

の飲み物、バスタオル、5本指の靴下（無くても可）

6月5日㈪
9時30分～13時

お菓子作り
〈全3回〉 16人 第1回目はシュニッテン・ミルク寒天を作ります。

材料費：900円

　市民を対象に、工夫を凝らしたさまざまな講座を開催しています。
地域を問わずご参加ください。申し込みは、5月15日㈪から公民館へ。公民館だより

　相生市を舞台に、ペーロン祭の
風景を随所に取り入れた映画です。
　上映終了後、15時から短編映画

「ぶきっちょ」の上映も行ないます。
終演予定は15時45分です。
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ス
ポ
ー
ツ

催
し
・
講
座

募　

集

大
人
の
食
育
講
座
～
い
ず
み
会

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
～

問
赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保

健
課
☎
０
７
９
１
㊸
２
９
３
４

▼
内
容　

食
生
活
や
健
康
に
関

す
る
話
と
料
理

▼
対
象　

相
生
市
・
赤
穂
市
・

上
郡
町
に
在
住
の
人

▼
期
間　

6
月
8
日
㈭
～
12
月

7
日
㈭
（
全
13
回
）

※
各
月
2
回
程
度
で
、
原
則
木

曜
日
の
10
時
～
12
時

▼
場
所　

上
郡
町
生
涯
学
習
支

援
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▼
参
加
費　

無
料
※
実
費
負
担

あ
り（
テ
キ
ス
ト
代
・
材
料
費
）

▼
申
込　

5
月
26
日
㈮
ま
で
に

赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所
へ

相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

問
相
生
・
上
郡
広
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー　

☎
㉒
４
０
５
０

▼
対
象　

概
ね
60
歳
以
上
の
人

▼
日
時　

6
月
13
日
㈫
13
時
30

分▼
場
所　

相
生
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
2
階
会
議
室

問
体
育
振
興
課
☎
㉓
７
１
７
０

Ｊ
Ａ
あ
い
お
い
カ
ッ
プ

市
民
夏
季
ペ
タ
ン
ク
大
会

▼
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
在
学
の
人
（
中
学
生
以
上
）

3
人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

※
監
督
は
兼
任

▼
日
時	

6
月
4
日
㈰
9
時

（
雨
天
時
は
6
月
11
日
㈰
に
延

期
）

▼
場
所　

中
央
公
園
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
費　

１
，
５
０
０
円
／

チ
ー
ム

▼
申
込　

5
月
19
日
㈮
ま
で
に

申
込
書
に
記
入
し
、
参
加
費
を

添
え
て
市
民
体
育
館
へ

弓
道
教
室

▼
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人
（
高
校
生
以
上
）

▼
日
時　

6
月
24
日
㈯
～
9
月

2
日
㈯
※
8
月
12
日
㈯
は
除
く

毎
週
土
曜
日
13
時
～
15
時

（
全
10
回
）

▼
場
所　

市
民
体
育
館
弓
道
場

▼
定
員　

5
人

▼
参
加
費　

３
，
０
０
０
円

夏
季
あ
そ
ぼ
う
る
（
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）
大
会

▼
部
門

①
女
性
の
部
（
中
学
生
以
上
）

②
男
性
の
部
（
中
学
生
以
上
）

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
30
歳
以

上
の
男
女
と
小
学
生
2
人
）

※
相
互
審
判
制
。
で
き
な
い
場

合
は
受
付
時
に
要
申
出

▼
チ
ー
ム
編
成　

4
人

▼
日
時　

6
月
18
日
㈰
9
時

▼
場
所　

那
波
中
学
校
体
育
館

▼
参
加
費　

３
，
０
０
０
円
／

チ
ー
ム
（
市
内
フ
ァ
ミ
リ
ー

チ
ー
ム
・
登
録
チ
ー
ム
は
１
，

０
０
０
円
、
市
外
フ
ァ
ミ
リ
ー

チ
ー
ム
は
２
，
０
０
０
円
）

▼
申
込　

6
月
9
日
㈮
ま
で
に

申
込
書
に
記
入
し
、
参
加
費
を

添
え
て
市
民
体
育
館
へ

温
水
プ
ー
ル
の
臨
時
休
館

問
温
水
プ
ー
ル
☎
㉓
７
１
８
０

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
5

月
23
日
㈫
～
30
日
㈫
ま
で
休
館

し
ま
す
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

問
地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

☎
㉓
７
１
３
０

　

家
事
や
育
児
な
ど
に
積
極
的

な
男
性
の
写
真
を
募
集
し
ま

す
。
作
品
は
6
月
24
日
㈯
開
催

の
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
お
い
て
表
彰
・
展
示
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ　

①
家
事
に
積
極
的

な
男
性
「
カ
ジ
ダ
ン
」
②
育
児

を
楽
し
む
男
性
「
イ
ク
メ
ン
」

③
孫
な
ど
の
子
育
て
に
積
極
的

に
関
わ
る
男
性
「
イ
ク
ジ
イ
」

④
笑
顔
に
な
れ
る
家
族
ふ
れ
あ

い
の
一
コ
マ
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

▼
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た

は
在
勤
の
人

▼
作
品
規
定　

1
年
以
内
に
デ

ジ
カ
メ
や
携
帯
な
ど
で
撮
影
し

た
六
切
サ
イ
ズ
の
未
発
表
作
品

※
合
成
・
加
工
不
可
。
一
人
4

点
（
1
テ
ー
マ
1
点
）
ま
で
。

▼
申
込　

5
月
31
日
㈬
ま
で
に

写
真
と
応
募
票
を
地
域
振
興
課
へ

※
メ
ー
ル
・
郵
送
可
。
応
募
票

は
地
域
振
興
課
お
よ
び
公
民
館

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
（
Ｈ
Ｐ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。
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あなたの街の便利屋です

小さな仕事も喜んで、あなたの
お手伝いを致します。

剪定、草刈、家屋修理、
家具処分・移動、引越し など

あいサポート 0791-42-4117

「教えて！障害年金」
障害を負った方で、一定の条件を満たしていれば
申請することが出来る「障害年金｣制度があります。
関心がある方はご相談ください。
対象年齢（20～ 64歳）
無料相談・第3木金（1日先着3名1時間程度）
受付　月～金　9 ～ 17 時
お問い合わせ・ご予約　0791-72-8165
場所　たつの障害年金相談センター　
龍野町片山 110-2　
 たつの障害年金 / 検索

 

住宅名 間取り 戸数 家賃 基本申込資格 戸別申込資格

相生駅南
再開発住宅
（大石町）

3LDK 2戸
57,000円

（別途共益費
3,000円）

①市内に住所または勤務場所のある人
②現に住宅に困っている人 2人以上の世帯

那波丘の台
コミュニティ

住宅
（那波南本町）

3LDK 1戸
41,200円

（別途共益費
2,500円）

①市内に住所または勤務場所のある人
②現に住宅に困っている人 2人以上の世帯

佐方定住促
進住宅

（佐方１丁
目：旧雇用
促進住宅）

3DK 6戸
以内

39,000円
（別途共益費

1,000円）

①市内に定住するための住宅が必要
な人

②入居しようとする家族全員の年収
合計の12分の1が、家賃の3倍以上

（117,000円以上）であること

2人以上の世帯

市営
西後明住宅
（西後明）

3DK 2戸 14,500円
～29,600円

①市内に住所または勤務場所のある人
②現に住宅に困っている人
③入居しようとする家族全員の政令

月収が、158,000円以下（裁量階層
世 帯 は、214,000円 以 下。 子 育 て
世帯、40歳未満の新婚世帯などは
259,000 円以下）

2人以上の世帯。60
歳以上の人、身体障
害 者（1～4級 ） お
よび精神障害者（1
～3級）ほか、一定
の条件に該当する場
合は単身でも可

市営
城谷住宅
（竜泉）

3DK 1戸 15,000円
～31,500円

県営
相生若狭野

高層住宅
（八洞）

3LDK 3戸 24,700円
～57,100円

①県内に住所または勤務場所のある人
②現に住宅に困っている人
③入居しようとする家族全員の政令

月 収 が、158,000円 以 下（ 裁 量 階
層 世 帯 は、214,000円 以 下。 中 学
校を卒業するまでの子どもがいる
世帯および合計年齢が80歳未満で
婚姻成立後2年以内の夫婦世帯は、
259,000円以下）

2人以上の世帯

2DK 1戸 21,300円
～49,000円

2DK 1戸 22,200円
～43,700円

60歳 以 上 の 単 身 世
帯。60歳以上の人と
その配偶者または親
族（18歳未満の人・
50歳以上の人・中度
以上の障害者のいず
れ か ） の 場 合 は2人
以上の世帯でも可

【受付】5月22日㈪～31日㈬8時30分～17時15分（土・日曜日を除く）
【申込】窓口備え付けの申込用紙に記入し、必要書類を添えて提出。

※応募多数の場合抽選。ただし、定住促進住宅は受付期間終了後も空室

問建設管理課　☎㉓7134
がある場合は、先着順で入居申込を受け付けます。いずれも敷金は、家賃の3カ月分必要。申込資格は下記
以外にもあります。詳しくは、お問い合わせください。

入居者募集
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あいおいほっとニュース

安全安心の学校生活
４／１０

　坪根地区から13年ぶりとなる新1年生が誕生
し、地域の通学手段として導入したスクールタク
シーで通学しました。同地区の児童は、つぼね丸
で通学していましたが、平成24年度に運行が終
了。「早く友達を作りたい」と話す竹

たけうち

内海
うみ

くんは、
乗降場所のなぎさホール前まで乗車し、相生小学
校まで通学しました。

誇りある伝統の獅子
３／２０

　獅子舞の祭典が扶桑電通なぎさホールで行わ
れ、佐方八幡神社・那波八幡神社・陸天満宮・相
生天満宮が勇壮な舞いを披露しました。獅子の前
に並んだ綾子があでやかに舞う「伊勢音頭」、肩
の上に乗り獅子が舞う「洞入り」、舞手が素早く
替わる「早替わり」など、計21種類の演目があり、
満員の観客が各地区の違いに目を凝らしました。

佐方獅子若が演目中にお菓子を配布

陸天満宮奉納獅子舞世話人会による「剣」 上町青年団による「太刀」

　「わかさのチューリップ祭り」が若狭野ふれあ
い公園で開催されました。今年度も5,000本のチ
ューリップが開花し、ソメイヨシノとの共演を果
たしました。野菜や雑貨の販売、輪投げなどの催
しもあり、若狭野小学校１年生の日

ひ か さ

笠和
わ か な

奏さんは、
「毎年来ているけど今年もきれいに咲いてよかっ

た」と喜んでいました。

色とりどり春の共演
４／９

「気持ちよい　声の力で　みんな元気に」 162017.5広報



相生の良さを広めたい

　観光親善大使である「相生みなとの女王」の審
査会があり、７人の応募者の中から、第８代目の
女王に村

むらかみ

上椎
し い ま

麻さん（写真左）が選ばれました。
村上さんは、市看護専門学校１年生で丹波市出身。
現７代目の山本さん(右）とともにペーロン祭で
お披露目となり、「笑顔で市の魅力をＰＲし、相生
市に貢献したい」と抱負を語りました。

３／２６親子で絵本を楽しんで

　図書館職員が４カ月健診に出向き、おすすめの
絵本2冊などを配布する「ブックスタート」があ
りました。絵本を通して親子の心を通わせること
を目的として、平成13年度から実施。山

や ま ね

根耀
あ き よ

代
さんは、「これまであまり絵本を読んであげていな
いので、これを機会に読み聞かせをしてあげたい」
と笑顔で話しました。

３／１４

希望を胸に新生活を
４／5～10

　市看護専門学校と市立幼・小・中学校の入学式
が4月5日から10日にかけて行われ、それぞれが新
生活をスタートさせました。看護専門学校では、
入学生を代表して田

と う じ

路祐
ゆ り

里さんが誓いの言葉を述
べました。また、平芝幼稚園では、58人の園児が
入学し、４，５歳児との対面を果たしました。

17 2017.5広報 『相生市民さわやかあいさつ運動』推進中！
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総合情報案内

自動車税の納期限は5月31日㈬
問龍野県税事務所課税第1課　☎0791�8517

　自動車税は、お近くの銀行・農協などの金融機関、ゆう
ちょ銀行・郵便局、兵庫県指定のコンビニ（全国の店舗）
または県税事務所で5月31日㈬までにお納めください。
　障害のある人には、身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療
育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人（一定の条
件があり）に対する自動車税・自動車取得税の減免制度が
あります。詳しくは、お問い合わせください。

死亡日 氏名（※敬称略） 年齢 住　　所

3/16 兼
か ね だ

田　幸
ゆ き こ

子 92 野瀬

3/16 福
ふ く だ

田　 稔
みのる

86 相生5丁目

3/24 大
おおすみ

角　アヤノ 93 相生3丁目

3/24 大
おおつか

塚　ノリエ 91 赤坂2丁目

3/25 八
や ぎ

木　たまの 92 相生4丁目

3/29 髙
た か た

田　淑
よ し こ

子 82 那波野2丁目

4/2 大
おおにし

西　あさの 89 双葉2丁目

4/4 石
いしばし

橋　久
ひ さ よ

代 92 大石町

4/5 出
で ぐ ち

口　春
は る え

枝 103 野瀬

4/6 中
なかがわ

川　 豊
ゆたか

80 矢野町真広

4/8 大
おおうえ

上　ツギ 95 旭5丁目

4/12 大
おおなべ

鍋　あや子
こ

94 旭3丁目

4/19 門
か ど た

田　ゆきみ 84 佐方2丁目

4/20 播
は り ま

磨　吉
よ し み

美 103 双葉2丁目

4/20 吉
よ し の

野　幸
さ ち こ

子 70 野瀬

おくやみ ご冥福をお祈りします

休日診療当番医（在宅当番医制）

5月
21日㈰ 瞳クリニック ☎㉓7837
28日㈰ 魚橋病院 ☎㉘1395

6月
4日㈰ しんりゅうクリニック ☎�6287

11日㈰ むらせ赤ちゃんこどもクリニック ☎㉔7300
（注）9時から17時までで急病患者に限ります。

休日・夜間の水道当番（緊急時のみ）

5月
11～20日 ㈲小林水道工業所

夜　☎㉒0223
昼　☎㉒0734

21～31日 ﾃﾗﾓﾄｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ㈱
夜　☎㉕1312
昼　☎㉔0066

6月
1～10日 ㈱山陽設備工業所

夜　☎㉓7888
昼　☎㉓7888

11～20日 赤松設備工業㈱
夜　☎㉓4121
昼　☎㉓4121

西播磨結婚応援企業を募集
問西播磨県民局県民交流室　☎�2131

　従業員への結婚の働きかけや交流の機会づくりなど、結
婚を応援する企業を募集します。
■対象　西播磨地域内に所在する企業（部署、支店、工場
　単位で登録可）
■活動内容　①従業員に対する出会いイベントなどの結婚
　支援情報の提供②従業員などの結婚に向けた活動の応援
　③取引先・顧客などへ独身男女の出会いを支援する情報
　の提供

図書館通信

特別整理期間 〈5月18日㈭～31日㈬〉
　図書館では年に一度、図書や雑誌の整理を行います。
この期間中、図書などの利用（貸出期間の延長、予約を
含む）はできませんが、2階の学習室は利用できます。
学習室の利用時間は9時～17時です。ただし、5月22日㈪・
27日㈯〜29日㈪は利用ができません。
　また、本などの返却の際は、図書館玄関の右側にある

「図書返却口」をご利用ください。

読み聞かせ実践講座
■内容　学校などでの読み聞かせについての実践講座
■対象　絵本の読み聞かせに関心がある人。学校などで
　読み聞かせを行っている人、またはこれから始める人。
■�日時　6月7日㈬、8月30日㈬、10月4日㈬、12月6日㈬、

2月7日㈬10時10分～12時
■場所　図書館3階視聴覚室
■定員　25人程度
■講師　 本

ほんじょう

條 与
と も こ

子さん
■申込　図書館事務室☎㉓5151へ（電話でも可）
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相　談　名 日　時 場　所 問い合わせ

行政相談 5月17日㈬
13:30～15:00

総合
福祉会館 　総務課　

☎㉓7126
人権相談 6月1日㈭

13:00～16:00
総合

福祉会館
弁護士による消費生
活相談 予

5月23日㈫
9:30～11:30

市役所
3号館 地域振興課

☎㉓7130女性のための相談室
予

6月6日㈫
13:00～16:00

旧
市民会館

消費生活相談 毎週月～金曜日
9:00～16:00

市役所
3号館

消費生活センター
☎㉓7149

知的障害者相談 5月25日㈭
9:30～12:00

総合
福祉会館

社会福祉課
☎㉒7167身体障害者相談 6月11日㈰

10:00～12:00

精神障害者相談 6月10日㈯
13:30～15:30

教育相談
「相生サテライト」 予

5月22日㈪
6月5日㈪

総合
福祉会館

赤穂特別支援
学校☎㊸9266

もの忘れ相談 5月26日㈮
13:30～15:30

総合
福祉会館

地域包括支援
センター☎㉓7260

弁護士による法律相
談 予

5月20日㈯
6月3日㈯
9:00～12:00 総合

福祉会館

社会福祉
協議会

☎㉓2666
ふれあい心配事相談 6月12日㈪

13:30～16:00

農地相談 予 6月13日㈫
13:30～15:30

農業委員会
☎㉓7140

あいおいっ子悩み相
談 予

5月26日㈮
6月9日㈮
13:00～16:00 少年育成センター

☎㉓5070
教育相談 毎週 ㈫・㈭

13:00～16:00

エイズ・肝炎相談 予
5月16日㈫
6月6日㈫
13:20～15:00 赤穂健康福祉事務所

☎㊸2321
栄養相談 予 6月9日㈮

9:30～11:30

税務相談 予 5月16日㈫
13:00～16:00

商工会議所
☎㉒1234

社会保険・労働・助
成金相談 予

5月18日㈭
13:00～16:00

融資相談 予 6月2日㈮
13:00～16:00新規創業相談 予

就活セミナー 予 5月18日㈭
14:00～16:00

ハローワーク相生
☎㉒0920

年金出張相談 予
※代理人の場合は本人の委任状と受
　任者の本人確認できるものが必要

6月8日㈭
10:00～15:00

扶桑電通
なぎさホール

姫路年金事務所
☎079-224-6385

交番（駐在）別 件数 死者 傷者
相 生 駅 前 10 0 13
那 波 野 9 0 13
中 央 通 9 0 10
丘 の 台 9 0 9
若 狭 野 7 1 10
矢 野 6 0 12

合計 50 1 67

人身交通事故発生件数（3月末累計）
問相生警察署　☎㉒0110

編 集

後 記

広報を担当して４年目を迎え
ました。近年、情報発信の方
法が多様化しており、広報紙

を「ただ作る」だけではやっていけませ
ん。ＳＮＳとの連携など、より多くの人
にその情報を「見て広げて」もらえるよ
う作っています。内容のあるものを作る
ことだけでも大変ですが、その発信方法
が問われる時代となっているのです。

問子育て世代包括支援センター　☎㉒7156
乳幼児健診

※�詳しくは、市民カレンダー25ページをご覧
ください。

◆2歳児歯科健康診査
　（H26年9・10・11月生）
　5月16日㈫13:00～14:00受付
◆4カ月児健康診査
　（H28年12月・Ｈ29年1月生）
　5月30日㈫13:00～14:00受付
◆1歳6カ月児健康診査
　（H27年10・11月生）
　6月6日㈫13:00～14:00受付

予：要予約く ら し の 相 談

市税などの納期限
問徴収対策室　☎㉓7152

納期限：5月31日㈬
◆軽自動車税（全期）

※国保税を口座振替で納付していた人で、　
　新たに後期高齢者医療保険の対象（75歳）
　となった人は、再度、申し込みが必要です。
※口座振替の人は、残高確認を！
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●広報あいおいは再生紙を使用しています。
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　市の人口・世帯数
＜平成29年3月末現在＞

　　　　　　　　　（　）は先月比

●世帯数　13,403世帯（+6）
●人　口　30,209人（+9）
　　  男　 14,623人（+12）
　　  女　15,586人（-3）

　　出生22人　死亡31人
転入156人　転出138人

　

わたしとあそんで

おすすめの児童書

　いきものたちとあそぼうと野原に出かけた
女の子。ばったやかえる、かめをつかまえよ
うとしますが、みんな逃げてしまい、だれも
あそんでくれません。しかたなく、池のそば
でじっとして、みずすましを見ていると…。

マリー・ホール・エッツ　文／絵

夢は腕自まんの漁師

　ぼくは将来、相生市で一番の腕自まんの漁師になりたいです。
三年生の時、総合の勉強で初めて船に乗り、もっと船に乗りた
いなと思いました。その後、お父さんと釣りに行った時、イワ
シ・アジ・ハゼなどの小魚しか釣れなかったので、もっと大き
な魚を釣り、家族といっしょに食べたいと思いました。
　そこで、二つの事ができるのは、何だろうと考えました。
思いついたことは、漁師になるということでした。
　船の免許をとって、太刀魚やクロダイ・アナゴやうなぎなど
の大きな魚を釣りたいです。そして、釣った魚を自分で宣伝し
ながら、ペーロン城で売ります。魚が苦手な子には、おいしい
食べ方も紹介したいと思います。
　これから夢がかなうまで、ぼくは、何事にも努力を惜しまず
がんばっていくつもりです

あいおいえんじぇるず

ゆいかちゃん（Ｈ 26.6.29 生）

大
お お え

江さん（赤坂 2 丁目）
これからも元気にすくすく育ってね！！

概ね 3歳までの子どもの写真（データ可）、氏名、生年月日、性別、住所、
保護者氏名、電話番号、一言を記入のうえ、郵送・メール・持参のいずれか
の方法でお申し込みください。（掲載月指定不可）問企画広報課秘書広報係

お子さんの写真を
　掲載しませんか？

河
こうもと

本　昇
しょうま

真 さん（双葉小6年）

　ぼくの将来の夢は、水族館の飼育員になることです。特に、
イルカの調教師になって、イルカのショーで、教えた芸をひろ
うしたいです。
　理由は、僕が幼稚園の時に、家族と一緒に水族館に行った時
に、イルカを初めて生で見ました。イルカは、とてもかわいかっ
たし、魚にも個性があって、色や形がみんなちがっていること
を教えてもらえて、とてもおもしろかったからです。それに、
施設の背景にかくれているタコやヒトデの絵を探す遊びも、と
ても楽しかったです。他にも、チンアナゴやウナギの住んでい
るところについても、くわしく知ることができたのがいい思い
出です。
　飼育員やイルカの調教師になるためには、日頃から魚の勉強
をしていかなければいけません。でも、魚について知るだけでな
く、何事にも積極的に行動することが大切だと思っています。ま
ずは、授業の時に進んで発表ができるようにしていきたいです。

My Dream 夢はイルカの調教師！！

そらくん（Ｈ25.6.3生）

山
やまもと

本さん（汐見台）
ずっと笑顔でいてね！

あいおいえんじぇるず

概ね3歳までの子どもの写真（データ可）、氏名、生年月日、性別、住所、保
護者氏名、電話番号、一言を記入のうえ、郵送・メール・持参のいずれかの
方法でお申し込みください。（掲載月指定不可）問企画広報課秘書広報係

お子さんの写真を
掲載しませんか？

ゆめちゃん（Ｈ27.12.24生）

小
こ に し

西さん（那波野1丁目）
生まれてきてくれてありがとう！
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